
Ｖ　暦年標準パターンを応用した研究

　暦年標準パターンは、ヒノキについて、起点を現代におき、先端が前４世紀までのびた

ものをこれまでに作成できた。その他の樹種、なかんずくスギとコウヤマキに関しても、

ヒノキのそれを適用することによって、現代とは直接つながらないが、それぞれ独立した

暦年標準パターンが作成できた。これらの暦年標準パターンの先端をさらに古くさかのぼ

らせること、それは今後の古年輪学研究の大きな課題であるが、この作成ずみの部分を使

用した年輪年代法の応用研究の分野においても、すでにかなりの成果をあげている。その

成果のすべてを述べることは、紙幅の都合もあって不可能だが、応用研究に関する問題点

といくつかの主要な成果をここで報告する。

　Ａ　応用研究をはじめるにあたって

　最初に試料と暦年標準バターンに関する問題をとりあげておこう。

　年輪は普通１年に１層形成される。それが利点となって、年輪年代法は、これまでに実

用化されている自然科学的な年代決定法、たとえば放射性炭素法などとは違って、原則と

して誤差のない１年単位の結果をみちびきだす。しかし、いうまでもないが、それで確認

できるのは、試料の年輪が形成された年であり、すべてが試料の原木の伐採年をしめすの

ではない。また、それを材料にした木製品がいつ製作されたものか、それを使用した建物

や出土した遺跡がいつのものか、これらの疑問に直接回答できるものでもない。

　樹木の横断面をみると、中心部に髄があり、それから外方向に、心材部、辺材部、形成

層、樹皮がある。心材部は、赤味とも通称されている部分で、すべて死細胞からなり、樹

種や産地によって多少の差異はあるが、一般に色調が濃厚である。辺材部は、心材部の周

囲をめぐる色調の薄い年輪部分で、白太の名がある。この辺材部では、一部の木部細胞が

なお生理的に活動している。樹木は形成層の活動によって肥大生長し、新しい辺材部が外

周に形成されていく。それと平行して、辺材部の中心に近い古い細胞は、原形質を喪失

し、死細胞となって、心材化が進行する。

　この樹木の構造と古年輪学の試料との関係は、つぎの３通りになる（図Ｖ-１）。

　　Ａタイプ　樹皮、または、最終形成年輪の一部が残存しているもの。現生木の円盤

　　　　　　　　標本はすべてこれに属する。

　Ｂタイブ
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一部に辺材部をとどめているもの。



　　Ｃタイプ　辺材部をすべて喪失し、心材部のみからなるもの。

　Ａタイプの試料では、残存する最も外側の年輪がその原木で最後に形成された年輪であ

り、その年輪の形成された年がその伐採年にあたる。ただし、問題が１つある。年輪１層

のなかの木材組織は、大型で細胞膜の薄い仮道管からなる早材部と、小型で細胞膜の厚い

仮道管からなる晩材部とからなっている。早材部は春から夏にかけて形成され、晩材部は

夏から秋にかけ形成されるのが普通である。したがって、最終形成年輪が早材部のみから

なり、晩材部がまだ形成されていないものは、原木の伐採時期を夏期以前と特定し、年輪

年代法で推定できたその年輪の形成年を試料の原木の伐採年とすることができる、また、

早材部につづく晩材部がわずかでも形成されておれば、その伐採時期をその年の夏から秋

にかけてと推定してよかろう。このような事例では、ときには最終形成年輪の早材部と晩

材部との年輪構造を細胞レベルで確認することが必要になる。しかし、最終形成年輪の早

材部と晩材部との１組が完全に形成されている場合に問題が生ずる。その伐採時期は、生

育環境の違いや樹種によって差異はあるが、ほぼｎ月ごろから翌年の４月ごろまで、暦年

の２年にまたがった時期が想定できる。試料からだけでは、原木の伐採年がこの２年のい

ずれか、それを特定することはできない。それを誤ると、暦年を１年誤ることになる。

　Ｂタイプ、すなわち辺材部を一部にとどめている試料では、そこに残存している年輪の

最後の層の形成年は、その原木の伐採年に比較的近いとみてよい。辺材部を構成する年輪

数が判明すれば、それを加算することによって、伐採年を推算することもできるだろう。

図Ｖ－１試料タイプと樹木断面との位置関係
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　　Ｖ暦年標準パタ一ンを応川した研究

しかし、原木のときには存在していたが、いま試料では失われている辺材部の年輪数を推

定することは、決して容易でない。また、遺跡出土品の場合は、長年月にわたって土中に

埋没していたあいだに色調が変化し、辺材部と心材部の判別が困難になっているものが多

い。この種の試料では、つぎのＣタイプのものと区別できないことになる。年輪年代法の

応用研究にとって、辺材部と心材部との識別は重要であり、その識別法の開発は今後の課

題のひとつである。

　辺材部は腐朽しやすい。そのため、用材としては、心材部のみを用いるのが一般的であ

る。たとえば、建物部材や遺跡出土品など、加工品では、Ａタイプがほとんどなく、Ｂ夕

イプはまれにみられるが、圧倒的に多いのは、辺材部をまったく残さず、心材部のみから

なるＣタイプである。Ｃタイプの試料では、辺材部のみでなく、心材外周部を失っている

ことも多いだろう。試料に残存する最外年輪のさらに外に原木では何層、何年分の年輪が

あったのか、それをＣタイプの試料から直接確定することはできない。

　辺材部の幅とその乍輪数は樹種によって違っている。それだけではなく、同じ樹種で

も、樹齢や肥大生長の程度、あるいは産地の違いによって、差が生じている。その差に

は、一定の傾向はない。ヒノキの例でいえば、樹齢305年で100層前後の辺材部をもっもの

がある一方で、ほぼ同じ樹齢311年で50層前後の辺材部をもつものがある、といったぐあ

いだ。あるいは、幅2. 2cinの辺材部で96層を数えたものがあるのに対して、肥大生長の良

好なものでは辺材部幅3. 9cniにわずかに23層しかなかったものもある。また、辺材から心

材へ樹木の全周で同じように移行するのでもない。年輪数296層からなる円盤標本の例だ

が、辺材部の年輪が最も多いところでは67層を数え、別のところでは38層になり、そのあ

いだに29層もの差があったことがある。したがって、平均的な辺材部の年輪数を算定する

ことにどれほどの意味があるのか、疑わしい。しかし、参考のために、辺材部構成年輪数

を算定しておこう。現生ヒノキ112点の試料（長野・岐阜試料100点、三重尾鷲試料６点、

高知魚梁瀬試料６点、総平均年輪数250)f)から計測した辺材部構成年輪数は、最も多い

もので103層、最も少ないものが17層と大きくばらつき、平均50.3層、標準偏差16.7であ

る。このような数値を年輪年代測定結果に加算して原木の伐採年を推定し、それに立脚し

て論を進めるようなことは慎重であってほしい。ましてＣタイプの試料では、どれだけ心

材外周部の年輪が削除されているのか、それもわからないのだから、残存最外年輪にこの

数字を加算するだけで、伐採年を云々することは避けたい。

　年輪年代法で試料の年輪の暦年が判明したとする。しかし、たとえそれがＡタイプの遺

跡出土品の場合であっても、モの暦年はその出土品を製作した原木の伐採年をしめすだけ

であって、出土品の製作年やそれを出土した遺跡の年代が判明したのではない。たしかに
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製作年代や遺跡の年代を考える参考にできることもあるだろう。だが、原木の伐採後、運

搬のための期間があったり、加工するまで長期間原木をねかしたり、あるいは製品を長い

あぃだ使用し、そののちに廃棄したり、ときには古材を再転用したり、現実にはさまざま

な状況があったにちがいない。となると、年輪年代の結果のみによって製作年代や遺跡の

年代を決することは慎重であらねばならない。

　ヒノキの現生木で作成した暦年標準パターン(Ａ)は、東大寺二月堂参箭所部材(Ｂ)や清

洲城｀ド町遺跡(Ｃ)、草ド千軒町遺跡と、鳥羽離宮跡(Ｄ)、平城宮跡(Ｅ)、その他の出土品

(Ｆ)によって、前４世紀まで先端を延長させることができた(図Ｖ－２)。この作業過程

で１つの知見が得られた。東大寺二月堂参能所部材の乍輪パターンは木曾ヒノキの年輪パ

ターンと照合が可能だったが、草戸干軒町遺跡や鳥羽離宮跡出土品による年輪パターンと

のあいだでは照合が成立しなかった。この２組の照合不可能の年輪バターｙは、清洲城下

町遺跡出土品による年輪パターンを介在させることによって間接的に照合することができ

た。照合が直接成立しない２組の年輪パターンでも、その中間に別の年輪パターンを介在

させることによって照合が成立することがあるのだ。

　ここから、暦年標準パターンを応用研究で利用するにあたって、注意しておくべき点が

でてくる。年輪年代法によって年代不明の木製品の年代を考える手がかりを得ようとする

場合、暦年標準パターンを使用する。このとき、綜合作成することのできる総延長２千年

以上の暦年標準パターンと問題の試料の年輪パターンとを直接比較するのではなく、現生

木による暦年標準パターｙＡや建築部材や遺跡出土品によるＢからＦまで、６組の暦年標

準パターンのそれぞれと別々に比較すれば、照合が成立する可能性が高い、と推定でき

る。これは暦年標準パターンの作成に使用した試料の原木の産地と関連するのであろう。

現生木は木曾と裏木曾のヒノキであって問題はない。平城宮跡出土品では、その建物用材

５００ ５００ 1 000

図Ｖ－２ ６組のヒノキの暦年標準パターｙ

1 500 2 000
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　　Ｖ暦乍標準パターンを応用した研究

類がいまの滋賀県や三重県の山々から切り出されたことは文献史料から推測できる。しか

し、それ以外の遺跡の出土品の原木の産地はわからない。草戸千軒町遺跡や鳥羽離宮跡出

土品による年輪バターンは、清洲城下町遺跡出土品による年輪パターンを介在させること

によって、間接的に東大寺二月堂参箭所部材の年輪パターンと照合することができた。産

地が異なると、年輪パターンのあいだにもわずかずつ差異があるのだろう。このあたりか

ら、今後の研究の進展によって、原木の産地推定法を開発できる可能性をうかがうことが

できる。

　指標年輪部にも問題がある。これまで、それぞれ作成した暦年標準パターンごとに指標

年輪部をあげてきた。これを全体として綜合した長大な暦年標準パターンに編成し、その

なかの指標年輪部を求めるとなると、その個所ははるかに減少するだろう。それでは目視

による照合の手がかりとしては不十分である。指標年輪部もまた、ＡからＦの暦年標準パ

ターンごとに残置し、照合する暦年標準パターンによって、それぞれの指標年輪部を使用

するのが実際的である。

Ｂ　年輪年代法の応用研究例

　ヒノキの暦年標準パターｙを作成する作業を進めながら、考古学、建築史学、美術史学

等の諸分野に関連する年輪年代法による応用研究を実施してきた。それには、ヒノキの暦

年標準パターンＡ～Ｆ、スギの暦年標準バターｙＡ～Ｃ、さらにコウヤマキの暦年標準パ

ターンＡとＢを使用した。なお、樹種は、特記しないかぎり、ヒノキである。

１　現生木の年輪年代

　木曽ヒノキの「山沢年輪データ」はこれまでなんどもとりあげた。それは岐阜県で産出

したヒノキの年輪データを高山測候所長であった山沢金五郎が計測し、1930年に発表した

ものである［山沢1930］。山沢はこれを1119年から1920年までの802層分の年輪データと

した。このデータは古年輪学研究者のあいだでは有名であって、しばしば引用されてい

る。なかには、それと歴史的事件とを結びつけた議論まであった。たとえば、南北朝時

代、新田義貞軍が北陸地方に向かう途中、兵馬が凍死遭難した記事が『太平記』にある。

そこにF今年は例よりも陰寒早くして。とあることをとりあげ、遭難事件のあった延元元

年12月にあたる年の山沢年輪をみると、それは最も成長が悪く、そこから、はなはだ寒冷

な日の多かった年であると推定し、この記事と符合する、とした論である［西岡1972］。

たしかにこの材は1920年８月８日に伊勢神宮遷宮用材として伐採されたものであろう。し

かし、rv章Ａ－１で述べたように、今回の研究結果では、１年のずれがあり、1H8年から
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1919年までのものと判明した。なぜか。原木の伐採は８月８日だった。そのころではまだ

完全に晩材細胞が形成されていなかったにちがいない。さらに、伐採後、年輪幅を計測す

るまでに10年が経過している。したがって、1920年に形成された早材部は腐朽し、計測時

には、この1920年の早材部が確認できなかったことが十分ありえたのではないか、とみて

いる。

　あるいは、こんなこともあった。鹿児島県屋久島の下屋久営林署の貯木場に保管されて

いた屋久スギの円盤標本は、説明によると、1965年５月15日の伐採であった。しかし、こ

の円盤標本の最終形成年輪は、今回の調査では、1962年のものであることが確認できた。

２年前にすでに枯死していたものを1965年に伐採したものなのか、あるいは、別の理由に

よるのか。ともあれ、おもしろい。

２遺跡出土品の年輪年代

ａ　岩手県落合Ⅲ遺跡出土井戸

　岩手県江刺市落合Ⅲ遺跡では、道路建設工事にともなって1978年に発掘調査がおこなわ

れた。検出された主な遺構には、平安時代の竪穴式住居跡があり、ほかに井戸が９基発見

されているが、この井戸については「確証ある年代は与えることが出来なかった」と報告

されている。そのうちの１基、井戸Ｄ－52はスギの薄板を円筒形に曲げて井戸側とし、

それを３段重ねたもので、下段では曲げた薄板の合わせ目に２枚の板をさしこんでいる

L岩手県埋文センター1979],この井戸側とさしこんだ板材はすべてスギ、その年輪パター

ンはrv章３－ｂにおけるスギの暦年標準パターンＢ作成の有力な試料となった。残存する

最外年輪では、1184年に形成されたものが最も新しいことが判明している（表Ｖ－１）。

すべて、Ｃタイプであるから、この井戸は13世紀以降のものとみてよかろう。

ｂ　史跡払田柵出土柵木

　今世紀初頭、ぃまの秋田県仙北郡仙北町において耕地整理事業中、水田下に埋没してい

る角材列が発見された。その後、調査がおこなわれ、角材を立て並べ、一部では築地塀を

つなぎ、それによって周囲を囲った大規模な施設がここにはあり、それが古代日本国家の

東北地方統治経営のためのものであることが確認された。1931年に史跡に指定されている

払田柵である。払田柵では1974年から継続的に発掘調査が実施されている。その結果、９

世紀初頭に創建され、11世紀初頭に廃滅し、その間に大きくＩ期からＶ期にわたる５回の

造営があったことが判明している。

　周囲をめぐる角材は約30cni角、樹種は多くがスギで、クリが混在している。年輪幅を計

測したものは50点に近く、スギの暦年標準パターｙＢとのあいだで照合が成立し、残存す
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　　Ｖ暦年標準パターンを応用した研究

る最外年輪の形成された年が判明したものが14.点ある。そのうち５点が原木の伐採年を確

定できるＡタイプの試料であり、柵木試料１から４までは創設のＩ期、柵木試料５はＵ期

のものである。これによって、払田柵は801年から翌802年にかけて建設工事があり、その

後の最初の大改築であるⅡ期は907年にあったことを確定できた（表Ｖ－２）。

　払田柵は、考古学研究者は９世紀初頭に創設されたとみていたが、一部には759年に建

設されたと『続日本紀』が伝える雄勝城の遺跡とみる研究者があった。しかし、この年輪

年代測定の結果によると、雄勝城説は成立しがたい。

ｃ　秋田県胡桃館遺跡埋没家屋と出土品

　1961年、秋田県北秋田郡鷹巣町の鷹巣中学校の運動場造成工事中、須恵器や土師器が出

土、さらに翌1962年には掘立往柱根、1965年にも遺物や建物部材が発見され、火山灰と泥

土からなる通称シラス層に厚くおおわれて、地下深くに木造家屋が埋没していることが確

認された。この発見が契機となって秋田県は1965年と1967年～1969年に発掘調査を実施し

た［秋田県教委1968、1969、1970］。この遺跡の近くには、奥羽山脈に発して秋田県北辺

部を東流し、日本海にそそぐ米代川がある。かってこの米代川が氾濫して十和田火山噴出

物を押し流し、それが一帯を埋めつくしたことがあった。これがこの遺跡を覆うシラス層

である。その厚さは胡桃館遺跡では1.3mに達している。米代川流域には、各地にシラス

層に埋没している家屋があることは江戸時代から知られていた。
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表Ｖ－２史跡払田柵年輪年代測定結果
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表Ｖ－１岩手県落合Ⅲ遺跡年輪年代測定結果

Ξ．　　　形状計測試料　樹種タイプ年輪数

扉板１ス

扉板２ス

机板　ス

ギ　Ｃ

ギ　Ｃ

ギ　Ｃ

4
4
1
n

Q
U
9
り
ｕ

ｌ
ｌ
C
J

霖夕晋

一

9
0
0

9
0
2

表Ｖ－３秋田県胡桃館遺跡年輪年代測定結果



　発掘調査の結果、４棟の家屋とそれを囲むようにめぐる柵列とが検出された。出土遺物

は平安時代の中期から後期のものとされている。これら埋没家屋の部材は、現在、胡桃館

埋没建物収蔵庫に保管されている。そのなかの3.点のスギの試料の年輪幅の計測ができた

　（表Ｖ－３）。このデータはすでにⅣ章３－ｂでスギの暦年標準パターンＢの作成に使用

したものだが、これによって、この埋没した家屋や調度を製作した原木の伐採が10世紀以

降であることが確認できた。Ａタイプの試料が入手できれば、この大シラス洪水による災

害の発生年を解明することが可能になる。

ｄ　史跡城輪柵出土柵木

　山形県庄内平野の北部に城輪柵がある。これもまた古代日本国家が東北地方の統治経営

のために建設した施設の１つである。1931年、水田下から柵木列が発見されたことが端緒

となって、それが東西716m、南北735mのほぼ方形の範囲をめぐることが判明し、『続日

本紀』にみえる出羽柵あるいは国分寺の遺跡とする説がとなえられ、1932年に史跡に指定

された。この遺跡では、1965年から発掘調査が続行されており、その結果、さきに発見さ

れた柵木は築地塀の心になるものであって、それがめぐって外槨となり、その内部中央に

東西114m、南北112mのこれまたほぼ方形に築地塀で囲んだ内槨があることが判明してい

る。この内槨のなかの建物の構造と配置は他の古代の役所と共通する特徴をそなえ、出土

する土器によって９世紀初頭に創設されたものと推定できるようになった。最近では平安

時代の出羽国府跡とする説が主張されている。

　外郭は、創設のＩ期ののちにⅡ期とⅢ期の２度にわたって大きく改造されている。年輪

年代の測定をしたスギの柵木はⅢ期の外郭西辺のものであり、樹皮まで残るＡタイプで

あった。計測年輪数は140|g、スギの暦年標準パターンＢと照合が成立して、モの最終年

輪の形成年は986年であることが判明した。これによって、Ⅲ期の改造はその前後にあっ

たものと推定できる。

ｅ栃木県下都賀郡七廻り鏡塚古墳出土木棺

　栃木県下都賀郡大平町の七廻り鏡塚古墳は、直径約30mの円墳であり、1969年宅地造成

工事中に舟形木棺と箱式木棺が発見された。舟形木棺は身部と蓋部とからなり、いずれも

ヒノキの丸太を縦にふたつ割りにして中央部をえぐり、両端に縄掛突起とよぶ突起部分を

それぞれ２個つくりだしたものである。ただし、蓋部はなかばが破壊されて失われてい

た。ほぼ全形を残す身部は、全長5. 5m、幅１ｍ、ふたつ割りにした材の各面は削って仕

上げており、年輪年代測定試料としてはＣタイプになっている［大和久1974］。

　この舟形木棺身部で計測できた年輪は243層あった。その年輪パターンは、しかし、ヒ

ノキの暦年標準パターンのＡからＦのいずれとも照合が成立しなかった。ところが、あと
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　　Ｖ暦乍標準バターンを応用した研究

で紹介する静岡県裾野市の富士山山麓から出土したヒノキの埋木のもつ年輪パターンとの

あいだで照合が成立した。この埋木の年輪は前44年から883年までのものであることがヒ

ノキの暦年標準パターンＥとの照合で判明している。これによって、この七廻り鏡塚古墳

の舟形木棺身部に残存している年輪の最も外側の年輪が475年に形成されたものであるこ

とが確定できた。Ｃタイプだから、原木ではさらにその外に何層の年輪があったのか、そ

れはわからないが、６世紀以降に原木が伐採されたことはほぼ確かであろう。七廻り鏡塚

古墳は一般に６世紀前半のものとされているが、年輪年代測定の結果もそれと矛盾するこ

とはない。

ｆ特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡出土蔵骨器

　特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡は、福井市街地の東南方、一乗谷川に沿った約2kmの狭長な

谷にある。ここには、戦国時代北国の雄、朝倉氏の城、一族と重臣の居館や武家屋敷、さ

らに町家、仏閣、神社からなる城下町などの遺構が連なっている。これらは1471年の朝倉

敏景による築城にはじまり、1573年に織田信長によって滅ぼされるまで存続した。ここで

は1967年から継続して発掘調査が実施され、その成果を活かした遺跡公園の整備事業が進

行している。

　発掘調査では木製品が多数出土しているが、1958年の調査で寺院跡から出土した曲物製

の14号蔵骨器では、計測年輪数776Sの底板がヒノキの暦年標準パターンＡ、Ｂ、Ｃとの

あいだで照合が成立し、底板に残存する最外年輪が1558年に形成され、計測年輪数392層

の蓋板のそれが同じようにして1557年のものであることを確認した［福井県朝倉資料館

1984］。付近から出土した石塔の年号銘はすべて1573年の信長の攻撃による壊滅前のもの

であり、それ以降ここに墓が営まれた積極的な証拠はぃまのところない。しかし、蔵骨器

の底板と蓋板はいずれもＣタイプであり、その残存最外年輪と信長の攻撃とのあいだには

わずかに15、6年しかない。原木ではいま残る年輪の外にどれだけの年輪があったのか。

製品にするとき原木から除去した年輪がわずかに15、6層だけだったのか。あるいは、朝

倉氏滅亡後の墓なのか。興味深い［光谷1989］。

ｇ静岡県山木遺跡出土木製品

　静岡県田方郡、伊豆半島の韮山町にある山木遺跡は、その名が考古学研究者の耳には同

じ静岡県にある登呂遺跡と似て響く。第２次世界大戦後、登呂遺跡につづいて1950年に発

掘調査がおこなわれ、豊富な木製品や土器とともに弥生時代の水田跡が検出されて、考古

学研究者は、登呂遺跡とならんで、この遺跡で日本初期稲作農業の実態をかいま見ること

ができたのだった。その後、1967年に第２次調査があり、このときも水路や水田、さらに

竪穴住居跡を発見している［後藤1962、八幡1969］。弥生時代後期後半に属する遺構と遺
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物である。

　出上した木製品は多種多量であって、弥生時代の木製品を代表するものであった。その

なかの散点を乍輪年代測定の試料として選定したが、その年輪データはスギの暦年標準パ

ターンＣの作成に有効に働いた。IV章のＢ－3－dで述べたとおりである。いずれもＣ夕

イプであって、ここで判定できた残存する最外年輪の形成年から、弥生時代後期後半が西

肪のいつになるのか、それを確定することは簡吊にはできないが、参考にはなるだろう

　(表Ｖ　４)。

ｈ　史跡志太郡街跡出土掘立柱柱根

　史跡志太郡面跡は静岡県藤枝市にある。この遺跡はもと御子グ谷遺跡と呼ばれ、川本住

宅公団による住宅地開発にともなって、1977乍から1978年にかけて藤枝市が発掘調査し

た。その結果、８世紀から９吐紀の駿河国志人郡の郡役所の遺跡と判定され、1980年に史

跡に指定、保存されることとなった。

　乍輪年代測定の試料としたのは、掘立柱建物SB02の柱根である。発掘結果からする

と、ここでは大きくｊ期と11期の跡11の造営があり、それぞれさらにａとｂの一度ずつ改

修ll事があったこと力作|｣明している。据､立咤建物SB02は最初のＴａ期に造営されたもの

－、､．　　形状計測．最外年輪
試料　樹種タイプ年輪数形成年
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表Ｖ－４静岡県山木遺跡乍輪乍代測定結果

Ξ1.　　　形状計測最外年輪試料　樹種タイプ年輪数形成年

１

２

３

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

248

330

200

711

6
8
4
6
4
4

図Ｖ－３特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡出土蔵

　　　　　骨器底仮

表Ｖ－５史跡志太郡新跡年輪年代測定結果
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　　Ｖ暦乍標準パターンを応用した研究

である[藤枝市埋文事務所1981]。試料は、いずれもヒノキのＣタイブ、ヒノキの暦年標

準パターンＥとのあいだで照合が成立して、それぞれ残存最外年輪の形成年を判定するこ

とができた。最も新しいものは711年である。これらに心材部が完存しているのかどうか、

判定できないが、辺材部は完全に除去されているのだから、それを考慮すると、この志太

郡術とされる遺跡は、８世紀はじめというよりは、かなり８世紀に入った時期に創設され

たものとすべきかもしれない。

ｉ　愛知県清洲城下町遺跡出土木製品

　愛知県西春日井郡にある清洲城下町遺跡から出土した木製品の年輪バターンは、rv章Ａ

－２－ｂで述べたように、ヒノキの暦年標準パターｙＣの作成の際に有効な試料となっ

た。このときの試料は13点、いずれもＣタイプである。それらに残存する最外年輪がすべ

て清洲城の廃滅した1610年以前に形成されたものであることは当然であろう(表Ｖ－６)。

しかし、最も新しいものは1591年である。原木には、辺材部と心材部の削り取られた部分

があったことを考えると、清洲城廃滅の時期にきわめて接近していることが注意をひく

[光谷1989]。

j　滋賀県瀬田唐橋橋脚

　滋賀県大津市の東部、琵琶湖から瀬田川が流れだしている。それを東海道が横断すると

ころに架かっているのが瀬田唐橋である。1988年、瀬田川の浚渫工事があって、現在の瀬

田唐橋の下流約80m、深さ3. 5mのところで橋脚遺構が発見された。径20cniから50 cmの長

大な角材や丸太材を多数使用した特殊な木組みからなるものだった。発見位置から推測す

ると、この橋脚をもつ唐橋は全長250mほどになろうか。橋脚の周辺からは７世紀の無文

銀銭や８世紀の和銅開称が出土しており、その年代を考える根拠となっている。

　瀬田唐橋については、ｒ日本書紀』に最初の記録がある。 672年の壬申の乱のとき、この

橋をめぐって大友皇子軍と大海人皇子軍とが戦った記録だ。このとき瀬田川はすでに架橋

されていたのである。今回発見された橋脚の材は、年輪年代法による判定では、その下部

に敷かれた角材の残存最外年輪形成年が607年であり、この橋が確実に７世紀以降に建設

されたものであることを明らかにした。この試料はＣタイプのヒノキ材であり、計測年輪

数は136H、ヒノキの暦年標準パターンＥとのあいだで照合が成立したものである。

ｋ滋賀県宮町遺跡出土掘立柱往根

　滋賀県安土町にある滋賀県立近江風土記の丘資料館には、1973年と1974年に同県甲賀郡

信楽町宮町遺跡において圃場整備工事中に出土した柱根３点が所蔵されている。また、19

84年から信楽町教育委貝会が実施している発掘調査によっても、この遺跡から掘立柱の柱

根が出土している。これら柱根のうち、これまでに年輪年代測定の試料としたものは、計
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試料 樹種

折敷１　ヒノキ

折敷２　ヒノキ

折敷３　ヒノキ

折敷４　ヒノキ
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≡．　　　形状計測試料　樹種タイプ年輪数

１

２

ヒノキ　Ａ

ヒノキ　Ａ

ヒノキ　Ａ

ヒノキ　Ａ

ヒノキ　Ｂ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

194

245

187

166

337

240

318

136

153

喬竪琴

-
1591
1529

1514

1503

1492

1453

1330

1512

1466

1443

1396

1282

1002

最外年輪
形成年

548

607

548

君ヅ1

一

743

743

743

741

5
3
0

5
6
2

5
3
3
5
6
1

（上）表Ｖ－６愛知県清洲城下町遺

　　　　　　　跡乍輪乍代測定結果

（中）表Ｖ－７滋賀県瀬田唐僑橋脚

　　　　　　　年輪年代測定結果

(下)表Ｖ一８滋賀県宮町遺跡年輪

　　　　　　　年代濁』定結果

図Ｖ－４滋賀県宮町遺跡出土

　　　　　掘立往柱根
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　　Ｖ一年標準ぷターンを応用した研寛

９点である。この年輪ﾉり－ｙは、ヒノキの暦年標準パターンＥとのあいだで照合が成立

Ｌた。

　試料９点のうちＫは、きわめて珍しいことだが、樹皮が一部Ｋ残存するＡタイプのもの

が４点あり、伐採年が確定できる。そのうち、杜根１、３は、晩材部が完全Ｋ形成されて

おり、当該年の冬または次年の春ごろまでＫ伐採された、とみてよい。これＫ対して、柱

根２では、顕微鏡観察Ｋよると、最終形成年輪の晩材細胞は２ないし３列形成されている

が、明瞭な年輪界を構成するほどＫはなっていない。この原木の伐採は743年の初秋ごろ

であろう。したがって、これら掘立柱杜根は742年から744年はじめごろまでＫ伐採した原

木を加工した掘立柱とみてよい。なお、柱根５はＢタイブだが、残存最外年輪は741年Ｋ

形成されたものだった。

　宮町遺跡は紫香楽宮推定地のうちの１か所である。紫香楽宮は、742年８月Ｋ建設を開

始、743年Ｋは大仏を造営、745年５月まで都が置かれたところである。この遺跡が紫香楽

宮の遺跡かどうか、これまで確証を欠いていたが、この柱根の年輪年代測定の結果からす

ると、少なくともその一部である蓋然性はきわめて高い。試料とした掘立柱柱根も径40cs

以上と太く、８世紀の都の建物Ｋふさわしぃ。この遺跡の発掘調査では、「天平十口年」

と記された木簡が出土している。墨痕からすると、天平17年らしい。さらＫ、「奈加王」

や「垂見王」と当時の皇族名を記した木簡もあり、この推定を補強している［信楽町教

委1989］。

｜　京都府浄土寺古墳出土木棺

　京都府亀岡市の浄土寺古墳からは、大正年間、土砂採取中Ｋ組合式の木棺が発見され、

京都大学文学部博物館ｒ保存されている。この古墳と木棺は、梅原末治の報告Ｋ=よると

　「一辺約五十尺内外ノ方形ノ高台状ヲ呈シ…･‥葺石ナク埴輪円筒亦見当ラズ……木棺ノ構

造ﾉゝ･･･‥･蓋、mn、底部ヲ組合セテ成レルモノ…･･･底･ヽ数個ノ破片トナタ、前後ノ側･ヽ全

ク存セザル……蓋･ヽ厚サニ寸ノ扁平ナル板ニテ長サ十二尺余……両側＼u^--一一共二長サ十

尺五寸」であり、遺勧としては「棺ノ上部二直刀ニロ……棺ノ付近ヨ９管玉十数個……棺

内ﾉヽ遂二何等見ルベキモノナカｌシ」状況だった［梅原1920］。

　この木棺の蓋板は、コウヤマキ、もちろんＣタイプ、計測年輪数は136層、その年輪パ

ターｙは、これまでＫ作成Ｌているコウヤマキの暦年標準パターンＡとは照合できなかっ

た。しかし、大阪府南天平塚古墳出土木棺の年輪ぷターンとのあいだで照合が成立した。

これＫよって、浄土寺古墳出土木棺蓋板Ｋ残存する最外年輪は372年Ｋ形成されたもので

あることが確認できた。Ｃタイブだから、原木では残存部分の外ＫさらＫどれほどの年輪

があったのだろうか。南天平塚古墳出土木棺は、Ｃタイプで、計測年輪数は20811、コウ
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ヤマキの暦年標準パターンＡとのあいだで照合が成立し、残存する最外年輪は367年に形

成されたものであることが確認できている。

　コウヤマキの場合、この棺材のように、暦年標準パターンとは直接照合できないが、い

ずれかの試料パターｙを介在させることによって暦年が判定できた事例が少なくない。こ

のような状況は、ヒノキやスギにもあるが、コウヤマキでははるかに多い。

ｍ京都府瓦谷遺跡出土木棺

　相楽郡木津町では、1984年から関西文化学術研究都市の開発に関連して発掘調査が実施

されている。瓦谷遺跡は、木津町東南部、奈良県との府県境に近い丘陵の先端部分にあ

る。この調査では、まず遺跡の各所で小規模に発掘し、地下の状況を探ったのだが、斤陵

に切れこんだ谷状の地形のところで掘った48 bt試掘坑では、幅２ｍほどの溝SD4807を発

見している。この溝には多量の古墳時代の十器が埋没しており、それに木製品が混在して

いた［京都府埋文センター1987]、

　木製品のうちに木棺の短側面にあたる小口板（Ｗ－15）があった。コウヤマキ製、幅

75. 3cni、高さ51.6cTii、厚さ4.4cmのＣタイプで、計測年輪数は263層である。コウヤマキの

暦年標準パターンＡと照合した結果、残存する最外年輪が339年に形成されたものである

ことが確定できた。共伴した土器は、近畿地方の土師器の様式である布留式土器に属する

ものである。士器とこの木棺小丿板が、この溝に埋没するにいたった経緯が不明だから、

厳密にいえば、両者の時間的な関係はわからないが、この年輪年代測定結果はたいへん興

味深い。

ｎ大阪府誉田山古墳（伝応神天皇陵）外堤出土笠形木製品

　大阪府羽曳野市の誉田山古墳は、全長415mを測る超大型の前方後円墳であり、応神天

皇陵とされている。この古墳の周濠の外をめぐる外堤部分で1988年から1989年にかけて発

掘調査があり、笠形木製品が出土した。径75cni、高さ22cniほどの大型の円盤形品で、上面

は笠形に膨らみ、下面は大きく扶っており、中央に孔を穿っている。いまは半ばを失って

いる。古墳の南にある応神天皇を祀った誉田八幡宮にも、明治初年ごろ周濠のなかから出

土したと伝える同類の笠形木製品が所蔵されている。発掘した笠形木製品は、コウヤマキ

製、Ｃタイプ、計測できた乍輪数は272層ある。その年輪パターンは奈良県の古墳出土品

によって作成したコウヤマキの暦年標準パターｙとは照合が成立しなかった。しかし、さ

きの京都府浄土寺古墳出上木棺とおなじように、大阪府南天平塚古墳出土木棺の年輪パタ

ーンとのあいだで照合が成立し、残存する最外年輪が302年に形成されたものであること

が確認できた。

ｏ　大阪府経塚古墳出土木棺
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　　Ｖ暦年標準バターｙを応用した研究

　経塚古墳は、大阪府堺市にあった全長約41mの帆立貝式古墳であり、1961年と1962年の

調査で後円部墳頂から２基の木棺を発掘しており、５世紀末の古墳とされている［小野

山19671］。

　木棺はコウヤマキ製のＣタイプであり、計測年輪数は288層、コウヤマキの暦年標準パ

ターンＡとの照合によって、残存する最外年輪が461年に形成されたものであることが確

認できた。

ｐ大阪府遠里小野遺跡出土井戸

　大阪市住吉区にある遠里小野遺跡では、1989年の発掘調査で、周囲に木柵をめぐらした

区画があって、ほぽ中央に１棟の大型の掘立柱建物を配置している状況が発見されてい

る。この地点は、古代の海岸線に近く、川にそった台地末端の上にあたる。発掘担当者

は、その立地と遺構の状況から、これが古代の港湾管理関係の公的な施設の遺跡であり、

建物は望楼の機能をもつものではなかったかと考えている［積山・清水1989］。このー郭

のなかに井戸が１基ある。深さ2. lm以上、井戸側は板材を内法１ｍほどの四角に組んで

積み重ねたもので、板材はヒノキ製、長さ114cmと107cniの２種類があり、幅は35cni、厚さ

7cm、片面は平らだが、他面は中央が稜になった低い山形の断面形になっている。このよ

うな形状の板材は板葺の屋根材として使用した例があり、この井戸側も屋根材を転用した

のではないか、と考えられている［清水1989］。

　板材のなかには、Ａタイプのものがあった。計測年輪数は225層、ヒノキの暦年標準パ

ターンＥと照合した結果、原木が伐採されたとき最後に形成されていた年輪は694年のも

のであることが確認できた。この井戸は、底から須恵器や土師器が出土しており、８世紀

中どろから後半にかけて使用されていたことが判明している。年輪年代測定結果は半世紀

近く古い。推定どおりの転用材であるのか、古く７世紀末から使用していた井戸に８世紀

Ｋ落ちこんだ土器か残ったのか。転用材とすると、半世紀も経過していない建物の部材を

使用していることになる。

ｑ　奈良県四条古墳周濠出土笠形木製品

　四条古墳は奈良県橿原市にある。この古墳は、７世紀末の藤原京の建設工事によって墳

丘部がことごとく破壊されており、わずかに残った周漆が1987年から1988年の発掘調査で

発見されたものである。発掘結果によると、墳丘はー辺約29mの方形部に長さ９ｍ、幅14

mほどのやや台形に開いた造出をつけたものである。その周囲を二重に周濠がめぐり、発

掘された内濠から埴輪や土器とともに多量の木製品が出土した。この木製品の多くは、あ

たかも埴輪のように、かって墳丘の上や周辺に立てめぐらしていたものである［西藤・

林部1989］。

　　108



　これら木製品のうち、年輪年代研究の

試料としたのは笠形木製品７点である。

上面が笠状に膨らんだ円盤形品で、中央　試料　酎種

に孔が貫通しており、それに棒をさしこ

んで立てたもので、さきの誉田山古墳外

堤出土品と|司類だが、径は35 cmほどと小

さい。すべてコウヤマキ製。その年輪デ

ータがコウヤマキの暦年標準パターV K

の作成を可能にしたことはrv章４－ａで

述べたところである。この暦年標準パタ

ーン作成の結果、笠形木製品に残存する

最外年輪は５世紀の前半に形成されたも

のであり、最も新しいものは448年のも

のであることが確認できた（表Ｖ－９）。

Ｃタイプであるから、原木ではさらに外

に相当の年輪があった、とみるべきだ。

この木製品が古墳造営当初のものであれ

ば、この古墳は５世紀後半以降の築造に

なるものである。

ｒ　奈良県小墓古墳周濠出土笠形木製品

1

2

3

4

5

6

7

形状計測最外年輪
タイプ年輪数形成年

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

3
4
9
4
0
9
1

0
5
9
6
9
3
1

2
1
1
1
1
2
C
M

4
4
8
口

4
3
7
4
3
6436

431

416

表Ｖ－９奈良県四条古墳年輪年代測定結果

試料　樹種　ﾂｨｶﾞﾘＪ
１

２

３

コウヤマキ

コウヤマキ

コウヤマキ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

336

214

196

鴛望禁

454

482

426

表Ｖ－10奈良県小墓古墳乍輪乍代測定結果

　小墓古墳は奈良県天理市柚之内町にある全長約80mの前方後円墳である。1987年から19

88年、この古墳の墳丘部横で発掘調査がおこなわれ、幅10mをこえる周濠の一部が検出さ

れた。この周濠のなかから、さきの奈良県四条古墳と同じような笠形木製品が出土した。

ここでは、楕円形で長径が50aほどになる［泉1989］。そのうちの３点を年輪年代測定試

料とした（表Ｖ－10）。

　笠形木製品はすべてコウヤマキ製、Ｃタイプ。コウヤマキの暦年標準パターンＡと照合

した結果、残存する最外年輪は、最も新しいものが482年に形成されたものであることが

判明した。原木を伐採したのは６世紀以降のことであろう。発掘した考古学研究者はこの

古墳を６世紀前半の築造と推定しており、この年輪年代測定の結果はそれと矛盾しない。

ｓ　史跡水落遺跡出土集水枡

　]981年、奈良県高市郡明日香村の飛鳥の集落の西北方で史跡水落遺跡の発掘調査があっ

た。この遺跡は、それよりさき1972年に民家新築の事前に発掘調査がおこなわれ、その結
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　　Ｖ暦年標準パタ一ｙを応用した研究

果によって1975年に史跡に指定、保存されている。そのときの調査では、中央部分はほと

んど調査されていなかったが、それを９年後に再調査したのである。そこで発見された遺

構は、石組、木樋、鋼管、木箱などを複雑に組み合わせた類例のない特殊な構造をもつも

のだった。調査成果を総合的に検討した結果、発掘担当者はこれが漏剋すなわち水時計の

遺構である、と推定した。『日本書紀』には、660年に中大兄皇子が漏剋を建造したことを

記録している。この遺構をそれだ、と考えたのである［岩本1982］。

　この遺構のほぼ中央地下に、なかをえぐりとって枡形にした長いコウヤマキの角材を立

ててすえつけてあった。加圧した水をこのなかに木樋で導き、水量を調節するとともに地

上に水をほとばしらせるための装置なのだ。この枡形の角材を年輪年代測定試料とした。

方約50cm、試料としてはＣタイプ、計測年輪数は233層、コウヤマキの暦年標準パターン

Ａと照合して、残存する年輪のうち、最外のものは596年に形成されたものと判定できた。

中大兄皇子の建造した漏剋の遺構であれば、判定できた年輪年代はそれほどの意味をもた

ないかもしれないが、興味深い遺跡に関連するものであるから、紹介しておく。

ｔ　奈良県法華寺下層遺跡出土掘立柱柱根

　奈良市の平城宮跡の東に法華寺がある。この寺は、748年に聖武天皇が紫香楽宮から平

城京に還幸したとき、かっての皇后宮を宮寺としたときにはじまる。皇后宮は光明子が

720年に没した父藤原不比等の邸宅をうけついだもの。この最初のころの法華寺の建物は

その後ことごとく焼失し、いまでは1601年に豊臣秀頼と淀君が再興した本堂や南門、鐘楼

があるのみである。現在の法華寺の地下を発掘すると、掘立柱や礎石を使用した建物の遺

構が発見できる。それらは、藤原不比等の邸宅、皇后宮、そして、宮寺=法華寺、そのい

ずれかのものであろう。これまでの発掘成果からは、掘立柱建物の遺構が重複して存在

し、整理すると、Ｉ～Ⅲ期の３回にわたって造営したものであることが判明している。そ

の最後のⅢ期の建物では、当初掘立柱であったものをのちに礎石に変更した痕跡がみつ

かっている［吉田・岡本1974、須藤・清水1977］。

　このⅢ期の掘立柱建物の柱穴のなかに残存していた径60 cm以上もある太いコウヤマキの

一．　　　形状計測最外年輪試料　硲種　タイプ年輪数形成年

１

２

３

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

コウヤマキ　Ｃ

193

188

458

742

7
3
3
m
一

表V-11奈良県法華寺下層遺跡年輪年代測定結果



柱根３点を年輪年代測定の試料とすることができた。その年輪データはⅣ章４－ａでコウ

ヤマキの暦年標準パターンＡの作成に使用し、742年が残存する最外年輪の最も新しい形

成年であることを確定できた（表Ｖ－11）。いずれもＣタイプである。したがって、その

原木は宮寺=法華寺の創設以降に伐採したものであることはほぼ確実である。Ⅲ期の造営

は、発掘担当者が推定したように、皇后宮を宮寺＝法華寺と改めたとき以降におこなわれ

たものとみてよい。

ｕ奈良県平城京東二坊二条大路出土絵馬

　1989年の日本の遺跡の発掘調査では、平城宮跡における長屋王邸跡の発見とそこから出

土した数万点にのぼる木簡が大きな話題になった。その後、長屋王邸跡の北に接して東西

に走る二条大路、その北辺に沿って掘った長大な溝状土坑のなかからも、土器や瓦などと

ともに、これまた数万点の木簡が出土した。現在出土品の整理中だが、これまでのとこ

ろ、木簡に記載されている年号では、736年、天平８年のものがほとんどで、わずかに737

年のものが混在しているから、737年またはその直後に塵芥をまとめて捨てたゴミ穴とみ

てよさそうだ。そのなかに雄渾な筆致で馬を描いた絵馬が混在していた。幅27. 2cm、高さ

]9.6ciii、厚さ0.7cni、計測年輪数は418層、馬の脚部のほうが樹皮方向、頭部のほうが樹心

方向になった板である。この板を観察すると、下部3cmほど、年輪数では86層分ほどだ

図Ｖ－５奈良県平城京東二坊二条大路出土絵馬

１１１



　　XI屑年標準パターンを応刷した研究

が、その部分がそれより上の部分とは色調が異なっており、辺材部とみてよい。Ｂタイプ

である。その最外年輪の形成年は、ヒノキの暦年標準パターンＥとの照合によって、728

年と判明した。737年ごろに捨てた塵芥のなかにあったのだから、この絵馬は728年から

737年までの間のいずれかのときに描かれたものとみてよい。この絵馬は奈良時代の絵画

研究の貴重な資料であり、その製作年代をこのように限定できた意義は大きい。

ｖ　奈良県平城京右京八条一坊十三・十四坪出土井戸

　８世紀の都、平城京の中央南辺に近く、大和郡山市が北部清掃センター周辺整備事業を

計画、その地域において1984年から1986年までのあいだに５回にわけて発掘調査が実施さ

れた［奈文研1989］。そこでは、建物などの遺構が重複した状況で発見されており、整理

すると、大きく４回の建設があったことが判明している。

　井戸SE1365はその最初の１期に掘削されており、Ａタイプのヒノキの板材が井戸側に

使われていた。内法約:80cni、深さは３ｍに近い。この板材の計測年輪数は275層、年輪パ

ターンをヒノキの暦年標準パターンＥと照合した結果、最後に形成された年輪が737年の

ものであることが確定できた。この井戸は、Ｉ期から平城京時代を通じてその最後まで使

用されていた、と発掘担当者はみている。この板が当初からの井戸部材であって、のちに

補修したものでなければ、この井戸は平城京に遷都した710年よりかなりのちに設置され

たことになる。

ｗ奈良県益田池出土木樋

　奈良県橿原市の南部にかって40haの広さをもつ大きな池があった。益田池である。こ

の池は、干駄に備え、周辺地域の開墾を促進するために、822年に建設を計画、825年に完

成した、と記録は伝えている。現地は周囲を丘陵に囲まれ、西に開いた小さな盆地状の地

形であって、その西の開口部に堤を築き、なかを流れる高取川の水を貯水したものだっ

た。その堤の一部はいまも残っている。

　1962年、堤の下流100mの地点で水路改修工事中に巨大な木樋が発見された。長さ5.65

m、幅1､15m、高さ0.72m、断面が四角になるように削ったヒノキの巨木のなかを大きく

くりぬいて樋としたもので、現在奈良県立橿原考古博物館Ｋ所蔵している［泉森1978］。

材はヒノキで、その年輪パターンはヒノキの暦年標準パターンＥと照合が成立し、残存す

る最外年輪が845年に形成されたものであることが判明した。計測年輪数は277|g、年輪幅

を計測できた部位ではＣタイブになっていたが、木樋の一部には樹皮が残存していたとの

ことであり、伐採年もこの最外年輪形成年に近かったであろう。記録の伝える益田池建設

のときより新しいものだが、あるいは、このころに改修工事があったのか。

Ｘ 広島県草戸千軒町遺跡出土鼻繰
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　広島県福山市にある草戸千軒町遺跡と

その出土品によるヒノキの暦年標準パタ

ーンの作成作業については、rv章２－ｃ

ですでに述べた。ここでは、それら出土

品の年輪年代測定結果を報告しておく。

いずれもＣタイプであって、この結果の

みによって出土した遺構の年代を論ずる

ことは容易ではないが、土器によって推

定できるそれぞれの遺構の年代とは矛盾

していない。

　このなかの鼻繰は、運搬用の縄掛けの

孔を材木の末端に穿ち、運搬後、その材

木を使用するときにその部分を切り落と

したものであり、1978年の第４次調査で

検出したM SD1375から９点まとまって

出土している。いずれもＣタイプだが、

木製品製作の原材であろうから、原木か

ら削除した年輪部分はあまり多くないか

もしれない。鼻繰の出土した溝は草戸千

軒町遺跡における遺構編年のⅡ期前半、

試料　樹　形状計測’　″I種タイプ年輪数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

247

3
9
9
1
3
2
9
り
り

4
3
4
6
1
1
3
7

2
2
2
1
1
1
[
>
1

最外年輪
形成年

n70

1174

1251

1197

1151

1170

1255

ｎ98

997

表Ｖ－12広島県草戸千秤町遺跡年輪年代測定結果

Ξ･≒　　　形状計測試料　樹種タイプ年輪数

１

２

３

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

ヒノキ　Ｃ

i
ｎ

2
0
3
1
1
2

鴛笛摯

7
5
4
6
6
5631

表Ｖ－13香川県下川津遺跡年輪年代測定結果

13世紀後半ごろのものとされてる［広島県草戸千軒研究所1980］。残存する最外年輪の最

も新しい形成年は鼻繰７の1255年であり、出土土器から推定している溝の年代と重なって

いる。

ｙ香川県下川津遺跡出土曲物底板

　香川県坂出市の下川津遺跡は、瀬戸大橋の建設にともなって、1985年から香川県教育委

員会が発掘調査を実施した。このとき検出した自然河川跡SXNaO2からは多種多量の木

製品が出土している［香川県協会1986］。そのなかから年輪幅の計測が可能な曲物底板３

点を選定、その年輪パターンはヒノキの暦年標準パターンＥとのあいだで照合が成立し

た。その結果、試料に残存する最外年輪のうちの最も新しいものが754年に形成されたも

のであることが確認できた。

　発掘調査の既報では、同じ土層から出土した土器が主として７世紀のものであることか

ら、この曲物底板を含む多量の木製品類もその時代のものとみている。しかし、この年輪
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　　Ｖ暦年標準パターンを応用した研究

年代の結果からみれば、754年以降、８世紀のなかば以降のものであることは確実だ。試

料はＣタイプだから、原木はそれ以降いつ伐採されたものか、わからない。ともあれ、こ

の河川跡からは、８世紀の土器も出土している。出土品に７世紀と８世紀のものが混在し

ていないか、検討する必要があろう。この事例は年輪年代法の有効性を確認した印象的な

１例となった。

ｚ特別史跡大野城跡出土掘立性柱根

　660年、唐と新羅の連合軍が百済を滅ぼす。大和朝廷は、百済復興計画に協力し、援軍

を派遣、663年その日本軍は白村江で完敗する。このような政治情勢のなかで、大陸から

の脅威に備え、大宰府を防衛するために、天皇は水城と大野城を築かせている。665年の

ことだった。大野城はいま福岡県太宰府市と宇美町にまたがる四王寺山に遺跡を残してい

る。その周囲をめぐる総延長約６㎞の土塁には、北で１か所、南で３か所、城門が開いて

おり、それぞれ礎石などが現存している。その南の城門のうちの１か所、大宰府口城門は

福岡県立歴史資料館が1985年から1988年までの４年間にわたって発掘調査を実施した。そ

の結果、石積みで固めた土塁に、最初は掘立柱の城門を開き、のちＫ礎石をもつ城門に変

更している状況があきらかになった。

　この掘立柱の城門の柱根１点について年輪年代測定をおこなっている。材はコウヤマ

キ、Ｃタイプ、計測年輪数197層、平城宮跡出土掘立柱柱根などによって作成したコウヤ

マキの暦年標準パターンＡとのあいだで照合が成立し、残存する最外年輪が648年に形成

されたものであることが確認できた。Ｃタイプだから、原木の伐採年は確定できないが、

665年にあまりにも接近している。このことをどう考えるのか。648年以降のいつこの城門

は造営されたのだろうか。

３　建築部材の年輪年代

ａ重要文化財波宇志別神社神楽殿

　秋田県平鹿郡大森町には、秋田県に３座ある延喜式内社のうちの１座、波宇志別神社が

ある。その神楽殿は、東日本には珍しい両流造の形式をとるもので、室町時代中期の造営

とされ、重要文化財に指定されている。

　この神楽殿のなかに設置された仏壇構え側面のスギの壁板８点について、年輪年代を測

定することができた（表V-14)。そのうちの2.点ＫＢタイプの試料があり、スギの暦年

標準パターンＢと照合した結果、辺材部の年輪26層を残す壁板１の残存最外年輪形成年が

1177年、同じく38層を残す壁板２ではH95年であることが確認できた。原木はおそらく12

世紀前半のころに伐採されたものであろう。伐採後まもなく原木を使用し、この板材を製
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作したとすれば、その年代は推定されているこの建物の創建年代より古くなる。推定創建

年代に問題があるのか、古材を転用したものであるのか。解体修理も近いと聞く。本格的

に年輪年代法を応用して調査したいものである。

ｂ　重要文化財若宮八幡神社本殿

　長野県松本市にある若宮八幡神社本殿は、もと松本城の鎮守と伝えられ、桃山時代のも

のとして1953年重要文化財に指定されている［文化財技術協会1982］。その解体修理工事

が1981年から1982年にかけておこなわれ、その際に建物中心部にあたる身舎の柱の根元の

腐朽部分を切りとった断片があり、その１点を試料として入手することができた。この柱

は、原木の樹心部分を避けて木取りしたいわゆる心去り材で、辺材部を除去して１辺約12

cmの角材に成形したものである。計測年輪数は143層、その年輪パターｙは、ヒノキの暦

年標準パターンＡやＢ、Ｃとは照合が成立しなかった。しかし、1976年に伐採したことが

確認できた長野県の王滝営林署所蔵の円盤標本の1030層からなる947年から1976年までの

年輪パターンとのあいだで照合が成立した。これによって、身舎柱の最外年輪は1614年に

形成されたものであることが確定できた。原木の産地は王滝産のヒノキの伐採地に近いの

であろう。

　この試料もＣタイプであり、原木は1614年以降に伐採されたものになる。それがいつ

か、この年輪年代測定結果からだけでは確定できない。しかし、解体修理工事のときの所

見では、この建物の主要部は創建当初のままである、という。とすれば、徳川家康が関ケ

原の戦に勝利したのが1600年、征夷大将軍に任ぜられたのが1603年であるから、これまで

ｉｌ．　　　形状計測試料　樹種タイプ年輪数

１
ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

283

301

322

296

291

223

183

218

喬な1

n77

n95

ｎ29

ｎ55

1083

1154

1025

967

表V-14重要文化財波宇志別神

　　　　　社乍輪年代測定結果

図Ｖ－６重要文化財若宮八幡神

　　　　　社本殿
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　　Ｖ暦年標準パターンを応用した研究

の推定とは違って、この建物は江戸時代になって創建されたのか、あるいは、解体修理工

事のときの所見とは異なって、創建後に修理があって、そのときに柱がとりかえられてい

たのか、そのいずれかであろう。

ｃ　重要文化財清水寺三重塔

　京都の東山のふもとに姿をみせる清水寺の三重塔は、1966年に重要文化財に指定され、

1984年から1986年にかけて第二重以上を解体する修理工事がおこなわれた。この塔は、aTJ

建年代は不明だが、平安時代の1063年を最初にして、その後たびたび焼亡、再建をくりか

えした。現存する塔は、1629年の焼失後、1632年に再建されたものである。

　年輪年代を測定した部材は、縁板と裏甲の２点で、いずれもＣタイプ、縁板は計測年輪

数221m、残存最外年輪形成年は1541年、裏甲は計測年輪数が527層で残存する最外年輪の

形成年が1484年である結果が得られた。建造年代が判明しているから、ヒノキの暦年標準

パターｙＡ、Ｂ、Ｃと照合して確認できたこの年代測定結果は、当然のものである。だ

が、仮にこの塔の建造年代が判明していない場合を想定すると、残存最外年輪の形成年の

1541年は年代推定の有力な根拠になりえたであろう。

ｄ　重要文化財伽耶院本堂

　伽耶院は兵庫県三木市にあり、その本堂は重要文化財に指定されている。

　この建物は1981年から1985年にかけて解体修理されており、このときに発見された墨書

によって、1646年に完成したもの

であることが判明している。その

部材３点から年輪データを収集す

ることができた。いずれの年輪パ

ターンもヒノキの暦年標準パター

ｙＡ、Ｂ、Ｃとのあいだで照合が

成立した。３点の部材のうちの柱

は、残存最外年輪の形成年は1548

ｉ’　　　形状計測試料　樹種タイプ年輪数

小屋束１

小屋束２

　柱

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

Ａ

Ａ

Ｃ

190

170

256

君望禁

1692

1692

1548

表Ｖ－15重要文化財伽耶院乍輪年代測定結果

年だが、Ｃタイプであるから、創建当初のものとみてよいであろう。しかし、屋根裏の束

２点は、いずれもＡタイプであって、原木の最後に形成された年輪が1692年のものであ

り、創建の1646年より半世紀ほどのちに伐採した材で作ったことになる。半世紀程度で屋

根裏の部材を取り替える補修工事があったことになる。

ｅ　国宝法隆寺五重塔

　法隆寺の五重塔は、第２次世界大戦中の1941年から戦後の1952年まで、11年の長期間に

わたり解体修理工事がおこなわれた［法隆寺国宝保存委員会1955］。その際、地中深く埋
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められている心柱は、腐朽していた基部を切断、新材を根継ぎした。このときに厚さ約10

csの円盤標本を切りとっている。現在この標本は京都大学木材研究所に保管されている。

この標本でみると、心柱はさしわたし82凹の八角形、樹心をほぼ中心にもつ心持ち材で

あって、試料としては周辺部を完全に削りおとしたＣタイプである。

　法隆寺五重塔心柱については、Ｉ章Ｂ－２で紹介したように、1952年に西岡秀雄が原木

の伐採年代を推古15年、607年以前とナる推論を発表している。今回の調査では、計測年

輪数は351層、ヒノキの暦年標準パターンＥとのあいだで照合が成立し、それが241年から

591年に形成された年輪であることを確認した。ただし、Ｃタイプであって、削りおとし

た心材外縁部分と辺材部の年輪数が不明であるから、原木が591年以降に伐採された、と

はぃえるが、伐採年を厳密に確定することはできない。しかしいら材外縁部分と辺材部が

除去されていることを勘案すると、法隆寺五重塔は推古天皇（在位592-628年）の時代に

創建されたものでない蓋然性が高い、といってよいであろう。とはいえ、最外年輪形成年

が591年となったこの結果を引用して、五重塔が７世紀のなかごろに建てられたものとす

る説をとなえたむきもある。しかし、心柱に仕Ｌげる過程で原木から何層の年輪部分を除

去したか、それはまったくわからない。法隆寺に近い法起寺の三重塔では、原木の表面か

図Ｖ－７国宝法隆寺五重塔心柱の断面
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ら百層以上の部分を除去して心柱を製作しているらしい。法隆寺のそれが百層以下であっ

たとする根拠はない。年輪年代測定結果のみを利用して、７世紀なかばの塔の創建を推定

することはできない。ちなみに、現在、古い様式を模して復原的に建物を建築している事

例で観察したところ、径30cniほどの柱であっても、原木から少なくて40層、多いものでは

100層に近い年輪部分を削りとって仕上げている。

ｆ　国宝法起寺三重塔

　奈良県生駒郡斑鳩町、法隆寺の東北方に法起寺がある。法起寺は聖徳太子の岡本宮を寺

にしたと伝えているが、現存する三重塔は７世紀末から８世紀のはじめにかけて建立され

たものである。塔は建立後数度の修理を経ているが、解体して修理する大工事としては、

明治年間の1897年から1898年までと1972年からの３か年のものとがあった。この明治の解

体修理の際、腐朽していた心柱の根元約45cm分を切断し、その切断部分が残されている。

これをみると、心柱は径70 の八角形で、ほぼ中央に樹心をもつ心持ち材になっている

[奈良県教委1975]。その年輪幅を計測』、ヒノキの暦年標準パターンＥと照合した結果、最

外年輪が572年に形成されたものであることが確認できた。これからすると、原木の周囲

から100層以上の年輪部分を除去して心柱に仕上げていることになる。

ｇ重要文化財大神神社摂社大直祢子神社社殿

　奈良盆地の東南部、三輪山の西麓にこの山を神体とする大神神社がある。その拝殿の北

西200mにある大直祢子神社、通称若宮社は、もと大神寺または三輪寺と呼ばれた大神神

社の神宮寺であったが、明冶の排仏毀釈で神社に改め、仏像を他に移して大多々根子命を

祀ったものである。現存する社殿は、８世紀の創建当初は前後に２堂が並立するものだっ

たが、鎌倉時代に前堂を廃し、後堂の前面に増築、それが現在の建物の原形となった。し

たがって、社殿の後半部は８世紀に建てられた建物に起源するものである[国樹1989]。

この建物は、奈良時代の建物として明治以降の本格的な解体修理をうけていない唯一のも

のとなり、1987年から1989年にかけて実施した全面的な解体修理工事による調査成果は建

築史研究者の注目をあつめていた。

　この解体修理工事で機会をあたえられて年輪年代測定の試料にできたものは、後堂部分

の当初材８点である。ナベてＣタイプで、ヒノキの暦年標準パターンＥとのあいだで照合

が成立し、それぞれに残存する年輪の最外のものの形成年が判明した(表Ｖ－16)。修理

工事の際の調査では、８世紀後半の創建とみる結論がでている。年輪年代測定結果もそれ

と矛盾しない。

ｈ重要文化財宝桂寺本堂

　奈良県生駒市にある重要文化財宝轍寺本堂は、様式からみて室町時代前期、14世紀後半
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図Ｖ－８解体修理中の重要文化財大直称子神社本殿
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表Ｖ－17重要文化財宝瞳寺年

　　　　　輪年代測定結果

のものと推定されてき託。しかし、この建物を解体修理したときも明確な年代をしめす資

料は得られなかった。

　この建物で創建当初から使用されていた部材６点を試料として年輪データを収集、ヒノ

キの暦年標準パターンのＡ、Ｂ、Ｃとのあいだで照合が成立し、それぞれの残存最外年輪

形成年が確定できた（表Ｖ一17）。すべてＣタイプ。これからみると、最も新しい年輪形

成年が1338年となり、この建物はそれ以降に建造されたことになる。除去した辺材部や心

材外周部があったことを考えあわせると、14世紀後半またはそれ以降といってよい。様式

から推定されていた創建年代に１つの根拠をあたえたことになる。

≡･八　　　形状計測試料　樹種タイプ年輪数
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表V-16重要文化財大直祢子神

　　　　　社年輪年代測定結果
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　　Ｖ暦年標準パターンを応用した研究

４　美術工芸品の年輪年代

ａ　京都府某寺所蔵漆塗曲物容器

　京都府下の某寺所蔵の漆塗曲物容器は、底板下面に「天福元年五月」の墨書銘があり、

製作年代の判明するすぐれたエ芸品として高く評価されていた。天福元年は1233年にあた

る。この容器は身と蓋とからなり、身はヒノキの薄板を曲げて作った円筒形の側に底板を

はめこみ、浅い同じような円筒形品の上に板をのせて蓋とし、表面に漆を塗って仕上げた

曲物容器である。この容器の樹種鑑定を依頼され、その際に蓋と側板、底板の３か所から

年輪データを収集することができた。それらの年輪パターンは暦年標準パターンＢと照合

が成立した。その結果によると、それに残る最も新しい年輪の形成年が1576年であり、い

ずれも紀年銘の1233年よりはるかに新しい。おそらく紀年銘より400年以上後世の作品で

あろう。

ｂ　国宝法隆寺金堂薬師如来坐像

　法隆寺の金堂内陣仏壇の東の間に薬師如来坐像がある。この像の光背裏面には、この像

を推古15年、607年に造立したとする有名な造像記が刻まれている。しかし、この造像記

についてはその記述に疑問が呈されており、ひいてはこの像の造立年代についても議論が

ある。大きくみると、607年説、670年の斑鳩寺炎上後の製作説、そのあいだの作とみる説

がある。

　この像の台座の上座縦権の断面を観察、125層の年輪データが収集できた。その年輪パ

ターンはヒノキの暦年標準パターンＥと照合が成立し、残存している最外年輪が575年に

形成されたものであることが確認できた。Ｃタイプであり、もちろん原木伐採年をこれか

ら決定することはできない。また、台座の製作の経緯、その上座と下座の関係、さらには

台座と薬師如来本体とが同時の作かどうかなど、多くの問題があり、この年輪年代測定結

果はそれほどの参考にならないであろうが、この種の美術工芸品についても年輪年代法の

適用が可能であることをしめすために報告しておく［西川・水野1968］。

ｅ　奈良県法隆寺所蔵百万塔

　称徳天皇は、藤原恵美押勝の乱の鎮圧後、その滅罪と国家鎮護を祈願するため、百万基

の木製小塔を造立して陀羅尼経を納入し、それを770年に大和を中心とした畿内の諸寺に

分置した。法隆寺にはそれが４万数千基現存している。奈良国立文化財研究所は『法隆寺

昭和資材帳』作成事業に協力、その一環としてこの百万塔を調査している。百万塔は、平

均して高さ21. 4cra、下面の径が10. 5cin、相輪部と塔身部とにわけて製作し、組みあわせて

仕上げている。材は相輪部ではサカキやサクラ属のものが多く、セｙダｙもある。塔身部

はヒノキ製である。このなかには、塔身部下面に製作日をしめすとみられる日付を墨で書
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表Ｖ－18京都府某寺所蔵膝塗曲物

　　　　　容器乍輪年代測定結果

図Ｖ－9 京都府某寺所蔵漆塗曲

物容器

表Ｖ－19奈良県法降十所蔵Lj万

　　　　　塔年輪乍代測定結果

図Ｖ－10奈良県法隆寺蔵百万塔
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　　Ｖ暦年標準パターンを応用した研究

いたものがあり、それからすると、767年と768年の２年間にわたって製作したらしい。

　年輪幅を計測したのは15点、ヒノキの暦年標準パターンＥと照合して、それぞれの残存

最外年輪の形成年が確定できた（表Ｖ－19）。最も新しいものは721年であって、百万塔の

製作年と当然除去したであろう年輪の存在とを考えあわせると、原木の伐採は製作時にか

なり近かった、とみてよいだろう。ともあれ、この15点の最外年輪形成年はこの種の工芸

品における年輪の残存状況を考える良好な材料になる。

ｄ　国宝東大寺金剛力士吽形立像

　奈良東大寺南大門、その東西に金剛力士立像、通称仁王さんが向かいあって立ってい

る。東が吽形、西が阿形である（図V-11)。1180年、平重衡の軍勢が東大寺を焼き払う。

焼亡した東大寺の再興にあたったのが俊乗坊重源。重源は、1181年に造東大寺勧進職に任

命され、再興事業を精力的に推進、その締めくくりとして仏師運慶や快慶らに命じて造立

させたのがこの２体の金剛力士立像だった。造立開始は1203年７月、完成供養は同年11月

であり、この供養が東大寺再興事業の終了となった。両像の完成には３か月しかなかった

ことになる。

　金剛力士立像は、わずかに修理されたこともあったが、ほとんどが当初のままの姿をと

どめている。しかし、長年風雨にさらされて破損が著しくなったため、1989年から吽形の

解体修理がはじまった。これを機会にその部材から年輪データを採取することができた。

　吽形像は高さ8､42m、左足から耳のあたりまで通る背部分の約60ciii角の材に右足と右

胸、左胸、右背の根幹部を構成する角材を組みあわせ、さらに細部の材を矧ぎあわせ、最

後に彩色して完成している。いずれもヒノキである。この部材のなかに、樹皮を剥いだだ

けの箇所が一部に残存するＡタイプが３点、辺材部が部分的に残るＢタイプとみられる１

点があった。Ａタイプはいずれも根幹部の材で、ヒノキの暦年標準パターンＤと照合した

結果、原木の伐採が1196、1199、1201年のそれぞれ冬または次年の晩春ごろまでであるこ

とが確認できた。いずれも造像に数年さきだって伐採されていることになる。東大寺再興

工事用に切りだしていた材を使用したのか、造像用にとくに早く切りだしたのか、いずれ

にしても興味深い。

　このなかの右肘の部材の年輪パターンは、のちに紹介する山口県徳地町の法光寺阿弥陀

如来坐像のそれと酷似している。２組の年輪パターングラフを比較すると、標準パターン

にはあらわれないような特異な年輪幅の変動までもが一致している。徳地の地は、周防国

守となった重源が東大寺再興用の材木を伐採させたところである。これからすると、この

吽形像の右肘部材の原木の産地は徳地町とみてよいであろう。

ｅ 　山口県岩崎寺阿弥陀如来坐像
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図Ｖ－11国宝東大寺金剛力士立像

　　　　　とその寄木構造断面図

　　　　　(財)美術院原図による
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表Ｖ－20国宝東大寺金剛力士立像

　　　　　年輪年代測定結果

表V-21山口県岩崎寺阿弥陀如来

　　　　　坐像乍輪年代測定結果
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Ｖ暦年標準バターンを応用した研究

山口県小野田市にある岩崎寺の阿弥　試料　樹種

陀如来坐像は、藤原時代の作品として

1983年に山口県指定文化財となってい

る［小野田市教委1978］。この仏像

は、頭部から腰部にかけての根幹部分

を１材で作り、それに各部位を寄せた

もので、1987年に修理された。その修
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表Ｖ－22山口県法光寺阿弥陀如来坐像

　　　　　年輪年代測定結果

材と三角材、それと右膝のあわせて３か所の材の年輪幅を計測した。それによって作成し

た年輪ﾉりーンは暦年標準パターンＤとのあぃだで照合が成立した（表Ｖ－21）。その結

果では、根幹部のものが最も新しく、その最外年輪が1096年だから、この仏像は、1096年

以降、すなわち12世紀以降の作とできる。

ｆ　山口県法光寺阿弥陀如来坐像

　山口県佐波郡徳地町の法光寺は、明冶初年に安養寺と林光寺を合併、改称したものであ

る。造東大寺勧進職俊乗坊重源は、東大寺再建用材伐採のための柚入りの拠点として、11

86年に安養寺阿弥陀堂を、1187年に林光寺を建立した、と伝えている。この阿弥陀堂に

あった阿弥陀如来坐像、聖観音菩薩立像、十一面観音菩薩立像、毘沙門天立像、不動明王

立像の五体の仏像は、いずれも山口県指定文化財に指定されている。そのうち、阿弥陀如

来坐像は、像高130. 5cra、1材からなる頭部と体部に各部位の材を寄せたもので、平安時

代後期、12世紀後期の作品とされている［平田・菊竹1989］。

　年輪幅計測結果による各部位の年輪パターンは、ヒノキの暦年標準パターンＤとのあい

だで照合が成立した（表V-22)。最も新しい年輪年代の結果は台座の1196年である。台

座は、本体よりやや時代がさがり、鎌倉時代、13世紀の製作とされており、それと矛盾し

ない。しかし、光背のそれはn90年、ｃタイプである。光背が本体と同時の作であれば、

これらの造像は13世紀以降とすべきであろう。

ｇ　山口県法光寺聖観音菩薩立像

　法光寺の聖観音菩薩立像は、台座を含む総高が125. Scm、平安時代後期、12世紀後期の

作とされている［平田・菊竹1989］。その台座の年輪年代測定が可能であり、ヒノキの暦

年標準パターンＤとのあいだで照合が成立し、計測年輪数252層、Ｃタイプの残存最外年

輪の形成年が1197年となった。台座が像本体と同時の作かどうか、検討すべきであろう

が、台座は13世紀以降の作である。

ｈ　山口県法光寺毘沙門天立像
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　法光寺の毘沙門大立像は、台座を含む総高が188. 7 cm、頭部と体部を１材で作り、それ

に別材の両肩先を寄せている。手首先は欠けている。平安時代後期、12世紀後期の作と推

定されている［平田・菊竹1989]oこの像の右足外側の部分で年輪年代測定をおこなった

結果、計測年輪231 IB、ヒノキの暦年標準パターンＤとのあいだで照合が成立し、Ｃタイ

プの残存最外年輪の形成年が1190年となった。これによれば、13世紀以降の作である。

ｉ　山口県法光寺不動明王立像光背

　法光寺の不動明王立像には、平安時代後期、12世紀末期と推定されている光背がある。

総高200. 2cin。この光背の年輪年代を測定した。Ｃタイプ、計測年輪数は92層、ヒノキの

暦年標準パターンＤと照合して、残存している最外年輪の形成年が1194年であることが確

認できた。この結果によれば、13世紀以降の作である。

ｊ　山口県月輪寺四天王立像

　山口県佐波郡徳地町の月輪寺は1189年に重源が創建した寺である。同寺の仏像について

も年輪年代を測定したが、興味のある結果がでたのは４謳１其の四天王立像のうちの１躯

である。この像は、総高195. Ocm、頭部から足下の邪鬼までを１材でっくり、背面部を薄

く割矧いで内刳りをいれ、両肩先は別材を寄せている。平安時代後期、12世紀後期の作と

されている〔平田・菊竹1989]。この像の本体部の背板はＣタイプ、計測年輪数は296層、

図Ｖ－12山口県法光寺阿弥陀如来

　　　　　坐像(下)と同月輪寺四天

　　　　　王立像(左)
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　　Ｖ暦年標準パターンを応用した研究

それに残存している最外年輪が1198年に形成されたものであることがヒノキの暦年標準パ

ターンＤとの照合によって確認できた。これまた、年輪年代測定結果によると、13世紀以

降の作とみなさざるをえない。

５埋没樹木の年輪年代

　年輪年代法の応用研究では、文化財K二関連する成果のほかに、地下Ｋ埋没している状況

で発見された樹木Ｋ二ついて、年輪年代測定の結果を得ている。自然災害Ｋよって埋没した

ものであれば、その発生年がこの研究法Ｋよって判明することＫなる。今後大きく発展さ

せたい研究分野である。この種の成果のいくつかを紹介しておこう。

ａ秋田県山本郡出土の埋没スギ

　1981年７月、秋田県山本郡ニッ井町の町道の改良工事中Ｋ径1.5mもあるスギやナラ類

の巨木が出土Ｌ、保存されている。ニッ井町では、この採集した埋没木を利用したふるさ

と創生事業「」億円の埋もれ木シンボルタワー建設事業」を企画している。そのなかのス

ギの年輪年代を測定した。もちろんＡタイプで、計測年輪数は754層、スギの暦年標準ぷ

ターｙＢと照合して最終形成年輪が958年であることが判明した。埋没した経緯は不明だ

が、地元Ｋは江戸時代Ｋ数千石もの天然スギが山中Ｋ埋まったと伝えているが、この結果

Ｋよると、江戸時代ではなく、】O世紀半ばＫ埋没したものである。

ｂ秋田県由利郡の埋没スギ

　秋田県の南部、由利郡の仁賀保町から象潟町Ｋかけて、地下10数ｍの深さＫ地元では

　「ネギ」と呼んでいる埋没林がある。その多くはスギで、直径が４ｍをこえるものもあ

る。それらの樹木は多くが梢を北西方向Ｋむけて根こそぎなぎ倒されている。その逆の南

東方向、このあたりを流れる川の上流方向Ｋは、鳥海山がある。このような埋没状況か

ら、かって鳥海山の大爆発があり、それｒよって発生した泥流がその山麓の森林をなぎ倒

し、押し流したものとみられている。いつのことか。放射性炭素年代測定法では、2600

B. p.の結果がでている。

　この埋没スギの試料８点を入手し、年輪幅を計測した。８点のうち、６点がＡタイブ、

２点がＣタイプだった。森林が埋没したものなら、Ａタイプが多いのは当然だろう。この

Ａタイプの試料の年輪パターンを比較したところ、最終形成年輪がすべて同一年のもので

あることが確認できた。一度の大噴火Ｋよって埋まったのだ。その最終形成年輪を観察す

ると、晩材の細胞ができあがっている。鳥海山の噴火は晩材細胞が形成されたのち、すな

わちある年の冬から翌年の春までの期間Ｋあった、とみてよいのである。８点の試料から

は848層分からなる平均値パターンが作成できているが、それはこれまで作成したいずれ
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の暦年標準バターｙのいずれとも照合することができない。放射性炭素年代測定結果から

すれば、それらより古いものであって、照合が成立しなくて当然であろう。しかし、暦年

標準パターンの先端をさらに古くへ延長していけば、この遊離した年輪パターンの暦年を

確定することが可能になり、いずれこの鳥海山の噴火の発生した年を決めることができる

ようになるだろう。

ｃ　山形県最上郡出土の埋没スギ

　1982年６月、山形県最上郡真室川町秋山の原野で統合中学校建設予定地の整地工事がお

こなわれていた。その地下6m、20数本のスギの樹木が埋没しているのが発見された。根

元の径３ｍ、樹高が40m以Ｌのものもあったと伝えている。現在そのうちの１本が真室川

町立歴史民俗資料館に保管されている。Ａタイプの試料であって、スギの暦年標準パター

ンＢと照合した結果、最終形成年輪が850年のものであることが確認できた。850年から翌

851年の冬から初春にかけてのあいだに巨木を埋没するような災害が発生したのだ。

　なお、この付近に天宮権現神社の小祠がある。地元にはこの神社にまつわる神木埋没の

伝承が残っている。むかし天寓さまは昔は秋山の山頂にあったのだが、その神木を伐採し

ようとするものがしばしばあらわれ、怒った神が神木をことごとく沼にひきこんだ、とい

うものである。

ｄ　静岡県裾野市出土の埋没ヒノキ

　1980年、富士山南麓、裾野市須山を流れる用沢川の護岸工事中、埋没しているヒノキが

発見され、現在裾野市立富士山資料館に展示されている。径約1､4m、樹皮まで完存する

Ａタイプであり、計測年輪数は840層、最後に形成された年輪は883年のものであった。ヒ

ノキの暦年標準パターｙＥとの照合によって確定できたものである。付近の地形からする

と、あるいは富士山の噴火による溶岩流が川をせきとめ、池ができて、樹林が水没、枯死

した可能性があるが、断定はできない。もちろんこのころに富士山が噴火した記録もな

い。しかし、この事例もまた、年輪年代法によって災害や地形変動が発生した年代を確定

できる可能性が十分あることを教えてくれる。
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